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　主な内容

秋の叙勲　おめでとうございます ………………………Ｐ２

民生委員・児童委員主任児童委員決まる ………Ｐ４～Ｐ５

子育て＆健康ひろば ………………………………Ｐ10～Ｐ13

　11月14日㈬・15日㈭に石央文化ホールにおいて第
２回浜田市小中学校連合音楽祭が開催されました。市
内３5校が二日間にわたり、趣向を凝らした演奏、合
唱などを披露しました。エンディングでは、市内中学
校合同で「歌よ　ありがとう」が演奏され、会場の全
員で合唱しました。

　
　
　

浜
田
市
市
民
憲
章（

平
成
18
年
10
月
１
日
制
定
）

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
青
い
海
と
緑
の
大
地
に
恵
ま
れ
た

美
し
い
自
然
と
温
か
い
人
情
を
誇
る
浜
田
市
民
で
す

　

明
る
く
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に

こ
の
憲
章
を
定
め　

力
を
あ
わ
せ
て
進
み
ま
す

一　

き
ま
り
を
守
り　

よ
い
習
慣
を
育
て

　
　

き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

心
身
の
健
康
に
心
が
け　

明
る
い
家
庭
を
築
き

　
　

ゆ
と
り
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

働
く
喜
び
と
誇
り
を
も
ち

　
　

活
力
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

郷
土
を
愛
し　

教
養
を
高
め

　
　

文
化
の
か
お
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

高
齢
者
を
う
や
ま
い　

こ
ど
も
を
は
ぐ
く
み

　
　

み
ん
な
が
助
け
合
う
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

命
の
大
切
さ
を
深
く
考
え

　
　

お
互
い
を
尊
重
す
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

なつかしの国 石見
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Ｑ＆Ａ

税
金
Ｑ
＆
Ａ
固
定
資
産
税
の

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

飲酒運転は絶対にやめましょう‼
　飲酒運転の厳罰化を柱とする「改正道路交通法」が平成19年
９月19日施行されました。 運転者への罰則が強化されるのに加え
て、酒や車を提供したり、一緒に車に乗ったりする行為にも新に
罰則がもうけられました。

【酒酔い運転】
　飲酒量にかかわらず、酩酊状態で運転する行為
　●ドライバー／５年以下の懲役または100万円以下の罰金
　●車両の提供者／５年以下の懲役または100万円以下の罰金
　●酒類の提供者／３年以下の懲役または50万円以下の罰金
　●同乗者／３年以下の懲役または50万円以下の罰金

【酒気帯び運転】
　体内のアルコール濃度が呼気１ℓ中0.15㎎以上、または血液１㎖
中0.3㎎以上
　●ドライバー／３年以下の懲役または50万円以下の罰金
　●車両の提供者／３年以下の懲役または50万円以下の罰金
　●酒類の提供者／２年以下の懲役または30万円以下の罰金
　●同乗者／２年以下の懲役または30万円以下の罰金
【酒気帯びの呼気検査拒否】
　呼気検査を拒否・妨害する行為
　●３か月以下の懲役または50万円以下の罰金　

（総務課防災交通係）

し
て
、
廃
止
の
年
月
日
（
も
し
く

は
年
月
）を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
２　

今
年
か
ら
事
業
を
始
め
た
の

で
す
が
、
固
定
資
産
税
の
償
却
資

産
の
申
告
方
法
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
告
は
絶
対

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
す
か
？

Ａ
２　

12
月
下
旬
に
償
却
資
産
申
告

書
類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
平

成
20
年
１
月
１
日
現
在
所
有
し
て

い
る
全
て
の
償
却
資
産
を
記
入
し

て
、
１
月
31
日
㈭
ま
で
に
税
務
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
具
体
的

な
記
入
方
法
な
ど
は
、
申
告
書
の

手
引
き
を
同
封
し
ま
す
の
で
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
は
、
郵
送

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
申
告
が
必

要
な
人
で
、
申
告
書
類
が
届
か
な

か
っ
た
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　

ま
た
、
事
業
用
の
償
却
資
産
の

所
有
者
に
は
、
個
人
、
法
人
を
問

わ
ず
、
申
告
の
義
務
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
期
限
ま
で
に
申
告
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資

産
税
係
（
☎
本
庁
内
線
２
３
３
）

Ｑ
１　

今
年
で
事
業
を
や
め
た
の

に
、
固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
の

申
告
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
い
い
で

す
か
？

Ａ
１　

事
業
を
や
め
た
場
合
に
は
、

そ
の
旨
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

申
告
書
を
提
出
さ
れ
る
場
合
に

は
、「
償
却
資
産
申
告
書
」
の
備
考

欄
に
「
事
業
廃
止
」
と
い
う
項
目

が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
丸
を

三明　忠 さん
（74歳・久代町）
○地方自治功労

岡本　重忠 さん
（78歳・金城町七条）

○消防功労

旭
日
双
光
章

川内　二郎 さん
（67歳・三隅町向野田）
○国民健康保険関係功績

内藤　盛榮 さん
（82歳・内村町）
○統計調査功績

経
済
産
業
大
臣
表
彰

瑞
宝
小
綬
章

大田　憲三 さん
（79歳・下府町）
○教育功労

春
秋
叙
勲

和田　敏女 さん
（77歳・松原町）
○統計調査功績

おめでとうございます

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

キ
ー
パ
ー
株
式
会
社
三
隅
工
場

（
三
隅
町
三
隅
）

西
日
本
海
合
板
株
式
会
社

（
周
布
町
）

○
統
計
調
査
功
労

瑞
宝
単
光
章

西村　敏 さん
（77歳・相生町）
○消防功労

瑞
宝
単
光
章

藤田　豊廣 さん
（73歳・熱田町）
○消防功労

瑞
宝
単
光
章

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

総
務
大
臣
表
彰
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農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
権
が
あ

る
人
は
『
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
書
』
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

選
挙
権
が
あ
る
人

　

次
の
①
〜
③
全
て
の
項
目
に
該
当

す
る
人
で
す
。

①
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

②
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、
浜
田

市
に
住
所
が
あ
る
人

③
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
10
ア
ー
ル
（
約
１
反
歩
）
以
上
の

農
地
で
耕
作
を
営
ん
で
い
る
人

・
耕
作
を
営
ん
で
い
る
人
の
同
居
の

親
族
か
そ
の
配
偶
者
で
、
年
間
60

日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

提
出
期
限　

　

平
成
20
年
１
月
10
日
㈭

申
請
書
の
配
布
・
提
出
方
法

　

平
成
19
年
度
に
登
録
し
て
い
る
世

帯
の
申
請
書
は
12
月
中
旬
以
降
、
該

当
の
農
家
に
個
々
に
郵
送
し
ま
す
。

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
信
願
い
ま

す
。

※　

新
た
に
申
請
書
が
必
要
な
人
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
Ｐ
Ｄ
Ｆ
申

請
書
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
ま
た
、本
庁
農
業
委
員
会
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
各
支
所
産
業

課
、
各
連
絡
係
に
あ
り
ま
す
。

※　

選
挙
権
が
あ
る
人
で
も
、
申
請

書
を
提
出
し
な
い
と
、
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会

　
（
☎
本
庁
内
線
４
２
４
）

　

選
挙
管
理
委
員
会

　
（
☎
本
庁
内
線
４
４
１
）

移動図書館　L
ラ 　 ブ

♡VE　B
ッ 　 ク

OOK号　がやって来ます！！

　市民の皆さんに図書館を近くに感じてもらい多く利用してもらうため12月
から移動図書館車が巡回します。主に小中学校、公民館を巡回します（８コー
ス）。1500冊を乗せ、本の貸出を行いますのでぜひ利用してください。
・貸出　１人３冊まで
・返却　次回巡回時（約１か月後）
★移動図書館車巡回日程表（12月～１月８日）★
　（１月分（10日以降）の巡回日程は１月１日号に掲載します。）

名簿作成

平
成
20
年
度
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
を

作
成
し
ま
す

年末年始のごみ・し尿収集業務休業日

　年末・年始のごみ収集は、各自治区のごみ収集計画どおり行います。
　また、し尿の汲み取りは、次のとおり休みとなります。

※　処理場への車の乗り入れは、混雑が予想されますので、早い時期の搬入をお願
いします。
問い合わせ先　環境課（☎本庁内線２２３）
　金城支所市民福祉課保健衛生係（☎42１２３５）
　旭支所市民福祉課保健衛生係（☎45１４３５）
　弥栄支所市民福祉課保健衛生係（☎48２６５６）
　三隅支所福祉課環境衛生係（☎32２８０６）

○し尿汲み取り休業日など

○ごみ処理場の休業日

問い合わせ先　浜田図書館（☎㉒０４８０）

場　所 12月25日㈫ 場　所 12月27日㈭ 場　所 １月８日㈫
井野小学校
室 谷 分 校 10：10～ 10：50 弥 栄 会 館 10：00～ 12：00 今福小学校 10：00～ 10：35

大麻公民館 11：00～ 12：00 弥栄小学校 12：50～ 13：40 今福公民館 10：45～ 11：15

美川小学校
第四中学校 12：50～ 13：30 杵束公民館 13：50～ 15：20 美又公民館 11：25～ 11：55

美川公民館 13：40～ 14：20 弥栄中学校 15：30～ 16：00 波佐小学校 13：00～ 13：30

美川公民館
西 分 館 14：30～ 15：10 ときわ会館 13：40～ 14：30

バ ス 停
下 鍋 石 15：25～ 16：00 久佐公民館 15：00～ 15：45

自治区 業者名 年末年始の休業日 申し込みについて

浜田
門田産業㈲ 12月30日㈰～１月４日㈮ 電話で申し込む地区の人は、汲み

取り日の２日前までに申し込む。㈲浜田浄化
センター 12月30日㈰～１月６日㈰

金城

㈲江津衛生
公社

12月分の申し込みは終了
しました。

各地区指定汲み取り日の前日まで
に申し込む。

旭 次回汲み取り日は１月10日㈭ご
ろ。１月７日㈪までに申し込む。

弥栄 次回汲み取り日は１月７日㈪。12
月29日㈯までに申し込む。

三隅 ㈲石見環境
整備 12月30日㈰～１月６日㈰ 汲み取り日の２日前までに申し込

む。

処 理 場 名 休　　業　　日 搬 入 時 間
エコクリーンセンター
(江津市波子町) 12月30日㈰～１月３日㈭ 午前９時～午後４時半

浜田市不燃ごみ処理場
(生湯町)

※12月29日㈯は搬入できます。
午前９時～午後４時浜田市三隅ごみ処理セ

ンター (三隅町三隅) 12月29日㈯～１月３日㈭
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
決
ま
る

　

平
成
19
年
12
月
１
日
か
ら
平
成
22

年
11
月
30
日
ま
で
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
（
定
数
１
７
４
名
）、
主
任

児
童
委
員（
定
数
20
名
）が
決
ま
り
、

12
月
１
日
に
委
嘱
状
の
伝
達
式
を
行

い
ま
し
た
。

　

委
員
は
地
域
に
お
け
る
相
談
・
支

援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
福
祉
に

関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
相
談
事
は
、
各

委
員
に
遠
慮
な
く
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　

地
域
に
お
け
る
子
ど
も
や
高
齢
者

な
ど
の
住
民
の
実
態
把
握
、
福
祉
需

要
の
把
握
、
相
談
業
務
お
よ
び
福
祉

関
係
機
関
と
の
協
力
な
ど
を
行
い
ま

す
。主

任
児
童
委
員
と
は

　

児
童
健
全
育
成
、
子
育
て
支
援
な

ど
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
専
門

的
に
行
い
ま
す
。
各
地
区
の
児
童
委

員
と
一
体
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
福
祉
課

　
（
☎
本
庁
内
線
１
２
７
）

○民生委員・児童委員所属
民協 氏　　名 担　当　地　区

長　
　
　
　

浜

大 岡 嘉 美 熱田町（１.２.３町内）
植 田 邦 子 熱田町（４.５町内）、長浜町（９.10町内）
木 鷺 正 勝 熱田町（６町内、７町内の半分）
大 島 照 子 熱田町（７町内の半分、８町内の一部）
牛　尾　　　充 熱田町（８.９.10町内）
大 澤 龍 藏 熱田町（11町内）
多田羅　綾　子 熱田町（12.13町内）
盆子原　孝　雄 熱田町（14町内）
藤 村 京 子 長浜町（１.２町内）
中 村 秀 夫 長浜町（３.４.５町内）
川 端 久 幸 長浜町（６.７.８-３町内）
河 野 好 政 長浜町（８-１.８-２町内）

周　
　
　
　

布

柿 谷 惠 之 日脚町（１.２.３町内）
松 浦 三 男 日脚町（４.５.６町内）
山 﨑 壽 松 日脚町（７.８.９町内）
原　田　　　豊 周布町（１町内）
佐々木　凉　子 周布町（２.３.４.６町内）
綿 谷 博 子 津摩町（２.３.４.５町内）
米 谷  金 幸 津摩町（１町内）、治和町（１.４.５町内）
佐々木　宣　之 治和町（２.３.６町内）、周布町（５町内）
徳　田　八重子 穂出町（和田町内）、吉地町（全域）
茅 野 茂 市 西村町（大谷上．大谷下）
小 川 博 美 西村町（力石東．力石西．陽光台町内）
原 田 悦 子 折居町（全域）、西村町（１.２町内）

美　
　
　

川

平 野 公 望 内田町（上内田．中内田．奥猪伏．前猪伏．後面町内）
其 原 清 弘 内田町（下内田１．下内田２．下内田３）
齋 藤 洋 子 内村町（本郷上．本郷中町内）
長 峯 康 子 内村町（本郷下町内）
淺 浦 幸 子 田橋町（全域）
佐々木　美惠子 内村町（牛谷町内）、穂出町（中場町内）
佐々木　優　子 鍋石町（全域）、櫟田原町（全域）、井野町（羽原町内）
迫 本 康 子 横山町（全域）
近　藤　　　博 内村町（一の瀬．松羽町内）

国　
　
　
　

府

近　重　三惠子 下有福町（全域）
天　津　　　傳 大金町（全域）
佐々木　健　之 宇野町（東．南町内）
佐々木　　　裕 宇野町（大尾谷．西町内）
岩 元 正 一 上府町（上条．三重．久畑．天神町内）
小 林 修 司 上府町（三宅．伊甘．山根郷町内）
今 田 英 雄 下府町（１.２.３町内）
濵 﨑 政 和 下府町（４.５.８町内）
伊 藤 保 枝 下府町（６-１.６-２.７町内）
香 川 正 通 国分町（唐鐘１.２.３.11町内）
花　口　喜代司 国分町（唐鐘４.５.６.８町内）
小 川 瑩 子 国分町（唐鐘７.９.10町内）
中　井　美佐恵 国分町（１.２.３町内）
山 藤 一 三 久代町（１.２町内）
吉 田 賢 子 久代町（３町内）、上府町（荒相町内）

所属
民協 氏　　名 担　当　地　区

浜　
　
　
　
　

田

宇津井  惠美子 外ノ浦町（全域）
和 田 昌 明 松原町（１.２.３.４町内）
岡 本 誠 史 松原町（５.６.７.８町内）
長 岡 昭 夫 殿町（１.７.８町内）
小　坂　美奈子 殿町（２.３.４.５.６町内）
名古田　保　子 田町（全域）
竹 田 恒 雄 朝日町（１.２.３.９.10町内）
青 笹 紀 子 朝日町（４.５.６.７.８町内）
奥 原 信 行 琵琶町（全域）、牛市町（全域）
花 田 暁 美 紺屋町（全域）
町 原 幸 枝 新町（全域）、錦町（全域）
寺　戸　千鶴子 京町（全域）、栄町（全域）
西　井　久美子 高田町（全域）
住 田 勝 幸 真光町（全域）、原町（全域）
森 田  玲 子 片庭町（全域）
堤　　　理都枝 港町（１.５町内）
岡　田　　　繁 港町（２.３.４町内）
佐々木　　　守 清水町（全域）
佐々木　喜　弘 蛭子町（全域）、天満町（全域）
平 野 明 子 瀬戸見町（全域）
石 本 克 子 大辻町（全域）
浜　崎　　　豊 元浜町（１.２.３.４町内）
瓦 田 富 子 元浜町（５.６.７.８町内）
新 井 保 孝 瀬戸ケ島町（全域）
驛 田 恭 三 原井町（全域）
笠 柄 正 道 笠柄町（全域）

石　
　
　
　
　

見

大 田 省 三 生湯町（全域）
亀 谷 利 幸 長沢町（１-１.１-２町内）
宮 村  孝 正 長沢町（１-３.１-４.１-５町内）
川 神 聰 子 長沢町（２.４-２町内）
吉 﨑 志 朗 長沢町（３.４-３.７.８町内）
大　木　信一郎 長沢町（４-１.５-１.５-２町内）
宮　川　　　煦 長沢町（６町内）、下府町（桜ヶ丘町内）
日下部　　　眞 浅井町（１.２.３.銀天街町内）、黒川町（７町内）
岡 本 寧 博 浅井町（４-１.４-２町内）
江 木  征 佑 浅井町（５-１.５-２.５-３町内）
鎌　田　美智子 浅井町（５-４.５-５.６町内）
城　　　悦　子 黒川町（１-１.１-２.１-４町内）
赤 城　 恒 昭 黒川町（１-３.２.３町内）
宮　木　千鶴子 黒川町（５.６.８町内）
勝　田　美知子 黒川町（４町内）、高佐町（全域）
髙　木　禮爲子 相生町（２町内）
吉　田　　　滋 相生町（３.４町内）
曽　利　早美枝 相生町（１町内）、河内町（全域）
草 野  一 子 杉戸町（全域）
中 川 克 明 竹迫町（１.２.３町内）
後 藤 敏 雄 竹迫町（４.５町内）
曽 利 勝 凱 野原町（全域）
野　上　フサヱ 三階町（１.２.３町内）
横 山 光 登 三階町（４.５.６.７町内）、内村町（十文字原町内）
森　川　　　修 長見町（１.３町内）
栗 栖 英 之 長見町（２町内）
岩　本　都留子 後野町（１.２.３.４町内）
虫 谷 昭 則 後野町（５.６.７.８町内）
河 野 綾 子 佐野町（全域）
植　田　　　稔 宇津井町（全域）
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所属
民協 氏　　名 担　当　地　区

金　
　
　
　

城

西 川 美 高 久佐（宇栗．新生．浄光寺谷．小原谷）
柳 樂 公 子 久佐（山根原．久佐郷．下久佐．東下久佐）
遠　藤　眞里子 久佐（上長屋）、宇津井（小松木）、今福（元谷．今福．岩塚）
山 本  一 夫 今福（二タ村．小瀬原．久佐川．皆合）
藤 本 喬 士 今福（美又．追原郷．大元．福原）
勝 手 俊 美 追原（植松）、入野（新原．越沢．入野）
川 見 正 人 上来原（大谷．東．西．下ノ原）
内 藤 紀 江 下来原（今田．南．北の森．吉留．緑ヶ丘）
原　　　都　子 下来原（上組．金田．下長屋）
佐々木　俊　江 七条（若林．新開）
遠 藤 敬 子 七条（小笹．希望ヶ丘．促進住宅）
森　口　　　寛 七条（元小笹．水上谷．伊木．青原）
上 山 勝 子 波佐（若生．西谷上．亀谷原．新井屋原．馬場．菅沢）
幸 田 民 子 波佐（弋手原．三栄．深笹上．深笹下．後山）
奥 本 武 友 長田（東谷上．東谷下．登り谷．大井谷．郷）
横　山　千代美 小国（柚根．徳田上．徳田中．徳田下．小国郷．田ノ原）

旭

村　武　かよ子 坂本（全域）
佐 伯 三 男 今市（草ノ谷．神代屋．加古屋．森谷．小谷城．新町）
服 部 憲 孝 今市（福屋．下城．栄．旭ヶ丘）、丸原（柳．小場田）
芳　川　マツコ 丸原（上城．丸原町．寺廻り．後谷．御神本．高杉谷．岩地谷．十門台）
藤　本　キヌヨ 木田（木田１．木田２上．木田２下）、山ノ内（山ノ内上）
藤 本 和 子 木田（木田３．木田４）、山ノ内（山ノ内下）
藤 本 静 晴 木田（木田５．木田６．木田７．木田８）
木 村 豪 成 和田（全域）
岡 本 峰 行 重富（全域）
山 田 友 春 本郷（全域）
市 川  安 廣 都川（都川１．都川２）
加 納 公 子 都川（都川３．都川４）
佐々岡　光　宏 都川（都川５．都川６．都川７）
尾　﨑　　　豊 来尾（全域）、市木（平松）
齋　木　ヨリ子 市木（中郡．早水．内ヶ原）
原　　　スミエ 市木（貝崎．越木）

弥　
　
　

栄

大 谷 重 信 稲代（全域）、大坪（全域）
後 山 健 次 小坂（小坂．畑）、高内（西河内）
森 川 純 子 門田（門田．青尾）、高内（日高）
佐々本　道　夫 栃木（全域）
德　田　マスヱ 長安本郷（寺組．宮組．本郷下）
佐 藤 富 子 程原（全域）、三里（全域）
鳫　幕　紀代子 木都賀（塚の元．錦ヶ岡）
栗 栖 卓 三 木都賀（大斉）、野坂（全域）
岩 田 芳 江 木都賀（西の郷）
三 浦 勝 美 木都賀（仲三．下谷）
平 田 政 美 木都賀（小熊．熊の山）、田野原（全域）

三　
　
　
　
　

隅

齋　藤　　　篤 岡見（西の谷東．西の谷西．宮ヶ迫．床並．栃の木．板ヶ峠）
山　本　冨美惠 岡見（岡見郷．東高縄．西高縄．朝日ヶ丘．中山西．中山東）
竹 内 惠 南 岡見（青浦．須津１区．須津２区．須津３区．須津４区．須津５区．須津６区）
永 田 陽 子 岡見（松原西．松原東）
新 田 英 子 古市場（古湊西．古湊東．下古市）
倉　井　　　弘 古市場（門殿．中組．上古市）
田 中 勲 夫 湊浦（湊上町．湊下町．湊セド町）
河 上 峯 子 西河内（八曽．駅前．谷）
清　水　須美子 西河内（晴海台．福浦西．福浦東）
下 岡 明 雄 折居（今浦．吉浦）
三　浦　　　求 東平原（東平原上．東平原下）
石　川　正次郎 三隅（森溝上．森溝下．小野）
三賀森　早　苗 三隅（海石．岡崎．鼓田）
中 島 春 重 三隅（三隅１区．三隅２区．三隅３区．三隅４区）
丸　山　　　稔 向野田（日の原．田原．海老谷）
清 水 澄 雄 向野田（向野田１区．向野田２区）
大　賀　　　稔 向野田（畑）、矢原（矢原郷．松柄．大辻．梅の木原）
齋 藤 省 二 河内（鹿子谷．上河内．下河内．用田橋．西方寺原）
大 橋 伸 子 井川（黒沢４区）、下古和（黒沢５区．黒沢６区）
山 田 正 春 下古和（黒沢７区）．上古和（全域）
串 﨑 光 代 黒沢（黒沢1区．黒沢２区．黒沢３区）
串 崎 紀 典 井野（周布地．大谷）
井 上 義 樹 井野（石浦．市場．久根郷．大口）
三 浦 幸 則 井野（上小原．下小原）
齋 藤 達 雄 井野（東下今明．西下今明．上今明）
田 代 忠 亮 井野（諸谷）、室谷（全域）
金 森 重 人 芦谷（全域）

所属
民協 氏　　名 担当地区 所属

民協 氏　　名 担当地区

国府 山﨑　庸子 国府地区全域 浜田 瀧野なほか 浜田地区全域
田野　節子 国府地区全域 大坂　祐子 浜田地区全域

金城 中田　哲弘 金城地区全域
石見

肥塚由美子 石見地区全域
岩元　孝子 金城地区全域 平田　雅子 石見地区全域

旭 佐々木典子 旭地区全域 千代延淑子 石見地区全域
藤澤　　都 旭地区全域 長浜 古川　邦道 長浜地区全域

弥栄 隅田惠里子 弥栄地区全域 福田あをゐ 長浜地区全域

三隅 三上　良匡 三隅地区全域 周布 清井　浩二 周布地区全域
金本　妙子 三隅地区全域 桑谷久美子 周布地区全域

美川 小川　斌彦 美川地区全域
藤井　光子 美川地区全域

○主任児童委員

建築主の皆さんへ

～6月20日から建築確認・検査の
手続きが変わりました～

　平成19年６月20日施行の建築基準法改正により、高
度な構造計算を行う建築物については、第三者機関に
よる構造審査が義務付けられ、建築確認の審査期間も
延長されました。また、建築確認申請の設計図書が、
法令に適合しない箇所や不整合な箇所がある場合に
は、軽微な不備を除き、再申請を求められることにな
りました。（設計内容の変更をする場合にも計画変更
の確認の手続きが必要です。）
建築主の皆さんへのお願い 
（１）設計条件や要求事項について、設計者と事前に
綿密に打合せを行ってください。

（２）設計図書の作成や確認申請の手続きに必要な期
間を考慮して、できるだけ余裕のあるスケジュール
を設定してください。　　

（３）設計内容の変更をする場合は、工事のスケジュー
ルへの影響について十分留意してください。

　建築確認・検査は、建築物の安全を確保するための
重要な手続きで、直接には、設計者や工事施工者の人
が対応されるものと思われますが、これらの手続きが
円滑に行われるためには、建築主の皆さんの理解が必
要不可欠です。

問い合わせ先
　浜田県土整備事務所建築グループ（☎㉙５６６８）
　建築住宅課指導係（☎本庁内線５６２）
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～二酸化炭素（ＣＯ2）の排出を減らして、
地球温暖化を防ごう!～

　新年を迎えるために、多くのご家庭が大掃除を計画し
ていることでしょう。そこで、エアコンの掃除もお忘れ
なく。環境にやさしいだけでなく、家計にもおトクです。
　★フィルターを月に１回か２回清掃しましょう。
　年間で電気31.95 kwh の省エネ　約700円の節約
　原油換算8.05Ｌ　ＣＯ２削減量17.7kg
　フィルターが目詰まりしているエアコン（2.2 kw）とフィルター
　を清掃した場合の比較

製造事業所のみなさまへ

　今年も12月31日現在で、工業統計調査が実
施されます。
　調査の実施にあたっては、本年12月から来
年１月にかけて調査員がお伺いしますので、
協力をお願いします。
　調査票の記入事項については、統計法に基
づき秘密が厳守されますので、安心してくだ
さい。
　なお、本年の調査より調査項目の一部を改
正しましたので、調査票の記入にあたっては、
注意してください。

（環境課）

　2007年も残りわずかです。私が浜田に来た頃
は春の暖かい風が吹いていましたが、もう手袋
なしでは自転車に乗れないくらい寒くなりまし
た。春と夏の浜っ子祭りや秋のＢＢ大鍋フェス
ティバルなど、浜田の素敵なイベントを楽しん
できました。そこには必ず石見神楽があり、子
どもから大人までみんなが楽しんでいるのがと
ても印象的でした。
　韓国のお祭りに欠かせないものには

トック

（お餅）
があります。朝鮮半島でトックを食べ始めたの
は農耕が始まってからだと言われます。トック
には幸せと健康を祈るなどの意味が入っていま
す。お正月から大晦日まで、また、誕生祝いか
ら供え物としてまで、トックは韓国人に愛され
てきました。
　お正月に食べる

トックック

は、
カレトック

という細長い
お餅を斜め薄切りにして入れたもので、日本の
お雑煮と似たものです。これを食べることで、
一つ歳をとるといいます。陰暦の１月15日に
はもち米に蜂蜜・醤油・ごま油で味付けをして
栗・なつめ・シナモンなどを入れて蒸した

ヤクシク

を食べます。寒食（冬至後105日目の日）には
ヨモギ餅を、端午には

インジョルミ

という黄粉をまぶ
した餅を、七夕には小麦粉の煎

せんべい

餅を、秋
チュソク

夕には

ソンピョン

（松もち〔広報はまだ９月15日号にて紹介
しました〕）を、冬至には団子の入ったお汁

し る こ

粉を、
大晦日には

シルトック

という蒸した餅を食べます。
年がら年中トック祭りです。
　生まれて100日になる日や１年目の誕生日に
は、親族や友達にトックをご馳走します。結婚
式・還暦祝い・お葬式・祭事にもトックは欠か
せません。人生の大事な場面には必ずトックが
あるといっても過言ではありません。
　最近はなくなりつつありますが、引っ越した
ら新しくご近所さんになった人たちに「これか
らよろしくお願いします」という意味でトック
を配る風習もあります。
　このごろはトックよりパンやクッキーのほう
が好きという子どもも増えているようですが、
神楽が大好きだという浜田の子どもたちが少し
うらやましくも思えます。

韓国の儀式に欠かせない食べ物
浜田市国際交流員　金

キム

　穂
スウォン

原

今日からおうちで省エネ!!【エアコンの巻】

出典：㈶省エネルギーセンター「第４版　家庭の省エネ大事典」

【一口メモ】　室外機は風通しのよい場所に設置し、ま
わりには物を置かないようにしましょう。周囲はき
ちんと整理整頓を。

（総務課）

経済産業省ホームページ
www.meti.go.jp/statistics/tyo/kougyo/
gaiyo.html#menu01
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　11月14日㈬・15日㈭に石央文化ホールにおいて、合併
後２回目となる浜田市小中学校連合音楽祭が開催されま
した。
　原井小学校６年生は、「大好きな浜田川をきれいなま
ま、未来に残したい」というメッセージを乗せて「すき
さ　すきさ」を合唱しました。弥栄小学校は、「世界が
ひとつになるまで」を全校児童で歌いました。
　両日で約１，２００人の児童・生徒たちが演奏、合奏、
合唱を披露し、発表が終わるたびに聴衆から拍手がわき
起こりました。井野小・合唱

三隅小・合奏
宇野小・和太鼓演奏

旭中・吹奏楽
周布小・合唱

浜田東中・吹奏楽

原井小・合唱「すきさ　すきさ」

今福小・合奏

弥栄小・合唱「世界がひとつになるまで」

ま ち の わ だ い
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第13回 さんあい祭り
「であい・ふれあい・語りあい」

　10月27日㈯、さんあいホーム（金城高齢者生活福祉センター）で開催
のさんあい祭りに、日頃から施設を利用している人など約400人が参加
しました。
　さんあい祭りは、市社会福祉協議会金城支所を中心に地域ボランティ
アの協力により毎年開催しています。13回目の開催となった当日は、高
齢者クラブや施設利用者の出展作品の見学および各種バザーの買い物客

で賑わい、お楽しみ抽選会やアトラクションでは終始拍手と歓声が響きわたり、参加者は楽しい時間を過ごし
ました。

チビッコの遊戯に会場がなごむ

ふるさとを愛する人にインタビュー取材
金城中学校ふるさと学習

　金城中学校全校生徒の124人が、10月16日㈫に38のグループに分かれて金
城町内の様々な施設や事業所で働く人などにインタビュー取材を行ないま
した。
　今年度の「ふるさと学習」の取り組みとして、「ふるさと金城でくらす人
や働く人たちの生き方を学び、ふるさとへの関心を高めよう」という目的
で、金城支所や各公民館のほか多くの場所へ出かけ、地元の人42人に「仕事
の内容」、「生きがい」、「中学生に期待すること」などの質問を行ないました。
　インタビューをとおして幅広い世代の人との交流を図ることもでき、なかには「もっとほかの人にも取材を
してみたくなった」と意欲をみせる生徒も多くみられるなど、有意義な学習となりました。
　11月17日㈯に開催した学習発表会では、取材で集めた内容をもとに生徒たちが金城によせる想いなどをまと
め学習成果として報告しました。

真剣に聴き入り、メモも欠かさず

　秋の全国火災予防運動（11月9日～15日）が
実施されるにあたり、金城町内の各保育園の園
児たちは、11月13日㈫・14日㈬の二日間、今福、
美又、雲城、波佐、小国の五つの地区で防火パ
レードを行ないました。
　沿道に集まった人たちが拍手や手を振って声
援をおくると、園児たちは「マッチ一本火事の
もと、火の用心」と大きな声と拍子木を打ち鳴
らして火災予防を呼びかけて歩きました。

保育園児による防火パレード
「火は見てるあなたが離れるその時を」

　11月18日㈰、ふれあいジム・かなぎ（金城町七条）周辺
をコースとして、第22回金城マイペース健康マラソン大会
および駅伝競走大会に、町内外から108人が参加し健脚を
競い合いました。

ゴールを目指して力走
金城マイペース健康マラソン・駅伝競走大会

☆金城マイペース健康マラソン大会結果☆

☆金城駅伝競走大会結果（チーム名）☆
　優勝　浜田商業　２位　チームはまだ　３位　チームきんた

部　門 距　離 優勝者（地区）
中学生男子 3.1㎞ 池田　幸功（浜田）
一般女子・中学生女子 3.1㎞ 猪木迫彩香（浜田）
50歳以上男子 3.1㎞ 佐々木　誠（浜田）
29歳以下男子 4.5㎞ 山下　勝弘（金城）
30歳以上男子 4.5㎞ 岡本　陽介（金城）
小学生男子（4年生以上） 1.7㎞ 尾林　　翼（浜田）
小学生女子（4年生以上） 1.7㎞ 浜野　真帆（浜田）
親子マラソン
小学生3年生以下 1.7㎞ 日下　純子（浜田）

日下志保里（浜田）

わ だ い かなぎかなぎ
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　棚田風景の中を歩くことで、農村のすばらしさを再発見
しようと11月18日㈰、旭町来尾地区で棚田散策ウォーキン
グ in 来尾が開催されました。　
　来尾集会所をスタート・ゴールとし、約６㎞のコースで
実施。途中、給水や棚田に関するクイズを出題するポイン
トを設け、全問正解者には棚田米１升が贈られるというお
楽しみ企画もありました。
　ゴール後は、地元による太鼓の披露、おにぎりや豚汁が
振る舞われるなど、61人の参加者は棚田と紅葉、そしてふ
るさとの味に大満足の様子でした。

棚田と紅葉満喫ウォーキング！

ち
び
っ
こ
消
防
団
出
動
！

　
「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」
初
日
と
な
る

11
月
９
日
㈮
、
町
内
の
保
育
園
児
が
防
火

パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
市
保
育
所
は
３
歳
児
以
上
の
園
児
、

市
木
保
育
所
は
全
園
児
が
、
消
防
車
を
先

導
に
歩
き
、
啓
発
の
チ
ラ
シ
を
手
渡
し
て

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

拍
子
木
を
カ
チ
カ
チ
と
鳴
ら
し
な
が

ら
、「
火
の
よ
ー
じ
ん
！
」
と
元
気
よ
く

声
を
か
け
る
か
わ
い
い
姿
に
、
沿
道
の
人

た
ち
は
笑
顔
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
を
終
え
た
後
は
、
消
防
車
の

前
で
記
念
撮
影
。
お
み
や
げ
も
受
け
取

り
、
み
ん
な
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

揃いのはっぴに
はちまき姿！

火の用心
してくださいね！

出迎えた石見神楽の鬼と棚田をバックに記念撮影！

　11月23日㈮、今年最後となる「旭温泉・湯ったり神楽」
が上演されました。
　これは、温泉と神楽をゆっくり堪能してもらおうと、
９月14日からの毎週金曜日に開催されているもので、今
年で９回目。町内の全神楽団体の神楽を楽しむことがで
き、大変好評を得ています。
　今年は770人が訪れ、中には関東・関西からの来場者
もあり、その臨場感あふれる舞に神楽ファンならずとも
魅了されていました。

勇壮絢爛!湯ったり神楽･結びの舞

トリを務めた丸原神楽社中「大蛇」

　

11
月
16
日
㈮
、
オ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
パ
レ

ス
に
お
い
て
、
地
域
の
高
齢
者
や
小
学
生

を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

浜
田
警
察
署
交
通
課
の
森
昭
夫
さ
ん

が
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ

に
つ
い
て
、
手
品
や
腹
話
術
を
交
え
て
楽

し
く
話
を
さ
れ
、
児
童
た
ち
は
大
喜
び
。

　

で
も
「
楽
し
い
こ
と
が
で
き
る
の
も
、

事
故
に
あ
わ
ず
、
元
気
で
い
ら
れ
る
か

ら
」
と
い
う
言
葉
や
、
そ
の
後
、
衝
突
の

恐
怖
を
体
感
し
、
交
通
事
故
の
怖
さ
を
真

剣
に
受
け
止
め
て
い
ま
し
た
。

悲
し
い
事
故
を
起
こ
さ
な
い
で

「ぼく、あっちゃん！
交通ルール守ろうね！」

JAF の実験車による衝突体験。
すごい衝撃にシートベルトの
大切さを実感しました。

あさひ ま ち のあさひ自治区のページ自治区のページ
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寒
さ
も
ひ
と
し
お
厳
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
時

期
ス
ト
ー
ブ
や
ヒ
ー
タ
ー
な

ど
の
暖
房
器
具
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
が
、
そ
こ
で
気
を
つ
け

た
い
の
が
赤
ち
ゃ
ん
の
や
け

ど
で
す
。

　

や
け
ど
に
は
、
高
い
温
度
の
や

け
ど
だ
け
で
は
な
く
、
ホ
ッ
ト

カ
ー
ペ
ッ
ト
や
カ
イ
ロ
に
よ
る
低

温
や
け
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
か
ち
ゃ
ん
の
や
け
ど

は
、
見
た
目
よ
り
も
重
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
あ
か
ち
ゃ

ん
の
皮
膚
が
薄
い
た
め
、
傷
が
深

く
な
り
や
す
い
た
め
で
す
。
赤
く

な
り
、
ヒ
リ
ヒ
リ
す
る
程
度
で
水

泡
に
な
ら
な
い
場
合
は
心
配
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
や
け
ど
の
面

積
が
大
人
の
手
の
ひ
ら
よ
り
大
き

い
時
や
、
面
積
が
小
さ
く
て
も
水

泡
に
な
っ
た
り
、
皮
膚
が
む
け
た

り
す
る
場
合
は
受
診
が
必
要
で

す
。
低
温
や
け
ど
は
深
い
や
け
ど

の
こ
と
が
多
い
の
で
、
す
ぐ
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

ファミリーサポート・センターは
援助依頼者（お願いする人）と援助提供者（お願いさ
れる人）に登録してもらい援助活動の仲介役をしてい
ます。援助活動は補償保険に加入するので安心です｡
ファミリー・サポートとは
一時的な子どものお世話を有料で行うシステムです｡
システムを利用するには、事前に会員登録が必要で
す。入会金・会費などはいりません。
こんなサポートが行われています。
○保育所・幼稚園への送り迎え
○学校の放課後や放課後児童クラブ後の迎えや預かり
○保育所・学校などが休みの時の預かり
○出産前後の援助
○兄弟の通院、健診、または参観日の時の預かり
○習い事への送り迎え
○リフレッシュしたい時など
援助対策
０歳から小学校６年生まで

はまだファミリー・サポート・センター会員募集中

気をつけよう赤ちゃんのやけど
　

や
け
ど
の
原
因
は
暖
房
器
具
だ

け
に
限
り
ま
せ
ん
。

主
な
や
け
ど
の
原
因

・
や
か
ん

・
お
風
呂

・
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
お
茶
、

コ
ー
ヒ
ー

や
け
ど
を
し
た
場
合
の
対
処
法

・
冷
た
い
流
水
で
20
〜
30
分
ほ
ど

冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

・
顔
や
お
な
か
な
ど
水
を
か
け
に

く
い
部
分
は
冷
水
で
冷
や
し
た

清
潔
な
タ
オ
ル
な
ど
を
当
て
、

交
換
し
な
が
ら
冷
や
す
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
胸
や
背
中
な
ど
は
濡
れ
タ
オ
ル

を
一
枚
当
て
た
上
か
ら
氷
嚢
で

　

こ
れ
ら
の
応
急
処
置
の
あ
と

で
、
病
院
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
冷
や
し
す
ぎ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
体
温
が
下

が
っ
て
身
震
い
を
し
は
じ
め
た

ら
、毛
布
を
か
け
温
め
ま
し
ょ
う
。

一
番
大
切
な
こ
と

　

日
ご
ろ
か
ら
や
け
ど
の
原

因
に
な
り
そ
う
な
も
の
は
、

赤
ち
ゃ
ん
の
手
の
届
か
な
い

と
こ
ろ
に
置
き
、
未
然
に
や

け
ど
を
防
ぐ
こ
と

　
　
　
（
弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課
）

援助活動報酬額
（子ども 1人につき 30分あたりの基準額）

※　昼間の時間帯とは午前
　７時～午後７時の間です。
　　１人のお願い会員が複
　数の子どもを預ける場合
　には、２人目から半額と
　します。詳しくは、下記
　にお問い合わせください。
問い合わせ先
　子育て支援センター内はまだファミリー・サ
ポート・センター（☎・ FAX㉒８９１２)
受付時間　月～土曜日　午前８時30分～午後４時

平日昼間 ３００円
早朝･夜間 ４００円
土･日･祝日 ４００円
病児保育 ４００円

子育て子育て

健康ひろば健康ひろば
＆

冷
や
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
広
範
囲
の
や
け
ど
は
風
呂
場
に

連
れ
て
行
き
、
衣
類
の
上
か
ら

シ
ャ
ワ
ー
で
十
分
に
水
を
か
け

る
か
、
寒
い
季
節
以
外
は
浴
槽

の
水
で
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。
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募
集
内
容
作
品
例

　

第
１
回
「
子
育
て
・
子
育
ち　

こ
と
の
は
大
賞
」
大
賞
受
賞
作
品

一
般
の
部

・

ヤ
ジ
ロ
ベ
エ
み
た
い
だ
ね　

親

子
っ
て

・

紙
オ
ム
ツ　

か
え
る
手
つ
き
も

板
に
つ
き　

パ
パ
も
参
加
の
子

育
て
談
義

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

よ
く
働
く
人
へ
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

あ
れ
ば
あ
げ
た
い　

お
ば
あ

ち
ゃ
ん

応
募
方
法

携
帯
電
話
か
ら

https://shinsei-pref.elg-
sh

im
an

e.jp
/u

ketsu
ke-

lg/iform
.do?acs=

1010063

パ
ソ
コ
ン

　

次
の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、

一
覧
か
ら
「
第
５
回
子
育
て
・
子

育
ち　

こ
と
の
は
大
賞
」
を
選
択

し
て
も
ら
い
、
必
要
事
項
を
入
力

の
う
え
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

https://shinsei-pref.elg-
shim

ane.jp/uketsuke-lg/
dform

.do?acs=
1010063

は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

作
品
、
部
門
、
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
枚
で
何
点
で
も
応
募
で
き
ま

す
。

　

な
お
、
学
校
、
事
業
所
な
ど
で

ま
と
め
て
の
応
募
も
受
け
付
け
ま

す
。

応
募
期
限

　

平
成
20
年
１
月
18
日
㈮

発
表

　

厳
正
な
審
査
に
よ
り
入
賞
作
品

を
決
定
し
、
本
人
に
通
知
す
る
ほ

か
、
広
報
な
ど
で
発
表
す
る
と
と

第
６
回
子
育
て
・
子
育
ち　

こ
と
の
は
大
賞「
こ
と
の
は
」を
募
集
し
て
い
ま
す

　

子
ど
も
は
親
に
と
っ
て
も
社
会
に
と
っ
て
も
か
け
が
え
の
な
い

存
在
で
す
。
子
ど
も
を
大
切
に
す
る
社
会
、
子
育
て
を
み
ん
な
で

支
え
る
地
域
が
今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
や
子
ど
も
、
家
族
に
つ
い
て
、
あ
な
た
が
感
じ
る
楽
し

さ
や
う
れ
し
さ
な
ど
を
、
き
ら
り
と
光
る
ひ
と
こ
と
で
表
し
て
く

だ
さ
い
。

　

そ
の
ひ
と
こ
と
を
「
子
育
て
・
子
育
ち
こ
と
の
は
（
言
の
葉
＝

こ
と
ば
）」
と
し
て
、
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
、
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

も
に
、
表
彰
を
行
い
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
健
康

福
祉
部
青
少
年
家
庭
課
少
子
化

対
策
推
進
室【
〒
６
９
０-

８
５

　

０
１　

島
根
県
松
江
市
殿
町
１

番
地
（
☎
０
８
５
２
㉒
５
３
０

　

２
、FAX
０
８
５
２
㉒
６
４
０
５
）】

（記入例）

・居間などは、こたつなどの局部暖房だけではなく、
ストーブ、エアコンなど全体暖房に努めましょう。

・コードやこたつ蒲団の隅などにつまずかないように
注意しましょう。

・階段や踊り場に物を置かないようにしましょう。
・脱衣場と浴室の温度差を少なくしましょう。湯気で
部屋をあたためるようにしましょう。お湯の温度は
40℃以下としましょう。

・夜間トイレに行かれる際には、一枚上着を着るよう
にしましょう。

家庭での事故防止について
・屋外にでるときは、サンダル、つっかけなどをさ
け、しっかりした靴を履くようにしましょう。

・雨、雪など路面が滑りやすい時は、注意して歩きま
しょう。靴底に滑りにくい工夫がなされている靴を
選びましょう。

・外出は、気温の上がった時にしましょう。
・防寒用の上着をきて、外出しましょう。

（弥栄支所市民福祉課）

室外での事故防止について

　これから、寒い時期となり、高齢者は朝夕の寒暖の差による心臓発作や脳卒中など
の病気を起こしやすくなります。また、動きにくくなり、転倒・骨折などの高齢者の
事故が発生しやすくなります。以下のことに注意し、事故予防に努めましょう。

高齢者の事故予防に努めましょう
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健　

康　

相　

談

○
健
康
相
談

　

血
圧
・
体
脂
肪
測
定
、
健
康
相

談
日
時　

月
曜
日
と
金
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時

○
禁
煙
相
談
日

　

個
別
相
談
、
禁
煙
支
援
相
談

日
時　

12
月
28
日
㈮

　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

い
ず
れ
も
本
庁
地
階
健
康

相
談
室

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
長
寿
課
健

　

康
推
進
係
（
☎
本
庁
内
線
１
５

　

５
・
１
６
９
）

時間　午後７時～９時

日時・会場・問い合わせ先

浜田
18日㈫　市総合福祉センタ－
山口源吉さん
（☎㉒２４９５）

金城
21日㈮　金城老人福祉センター
金城支所市民福祉課
（☎42１２３５）

断酒会日程（12月後期）

　

寒
い
時
期
の
熱
燗
が
た
ま
ら
な

く
楽
し
み
の
人
も
い
る
と
思
い
ま

す
。「
酒
は
百
薬
の
長
」
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
動
脈
硬
化
の
予

防
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
人
生
に
潤

い
を
与
え
人
間
関
係
を
ス
ム
ー
ス

に
す
る
な
ど
様
々
な
プ
ラ
ス
の

イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
身
近
な
飲
み
物

で
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
に
浸
透

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
時
と
し
て
災
い
の
元

に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
飲
ん
で
は

い
け
な
い
人
が
い
る
こ
と
を
知
っ

て
お
く
べ
き
で
す
。
そ
の
代
表
が

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
患
者
で

す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
薬
物
依

存
症
の
一
種
で
、
精
神
的
（
い
ら

い
ら
す
る
、
落
ち
着
か
な
い
、
眠

れ
な
い
な
ど
）、
肉
体
的
（
酒
が

切
れ
た
と
き
に
手
が
震
え
る
、
汗

が
で
る
な
ど
）
症
状
を
抑
え
る
た

め
に
、
飲
酒
行
動
を
自
ら
の
意
思

で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
、
脅
迫
的
に
飲
酒
行

動
を
繰
り
返
す
病
気
で
す
。

お

酒

に

悩

ん

で

い

ま

せ

ん

か

？

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は

病
気
で
す
。

　

病
気
だ
か
ら
直
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
家
族
、
周
囲
の
人

達
の
み
な
ら
ず
、
本
人
自
身
も
病

気
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
せ

ん
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
「
家

族
ぐ
る
み
の
病
気
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
本
人
だ
け
で
な
く
、
家

族
も
一
緒
に
酒
害
と
い
う
病
に
冒

さ
れ
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

麻
薬
や
覚
醒
剤
の
常
用
者
に
対

し
て
、
少
量
と
か
適
量
で
な
ん
と

か
生
活
さ
せ
よ
う
と
考
え
る
人
は

い
な
い
と
思
い
ま
す
。
完
全
に
止

め
さ
せ
る
こ
と
し
か
考
え
な
い
で

し
ょ
う
。
薬
物
依
存
症
の
一
種
で

あ
る
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
も
同
じ

こ
と
で
す
。
お
酒
を
完
全
に
絶
つ

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

困
っ
た
な
と
思
っ
た
人
（
本
人

ま
た
は
、
家
族
な
ど
）
が
、
ま
ず

行
動
を
起
こ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

地
域
で
活
動
し
い
る
断
酒
会
の
会

員
ま
た
は
保
健
師
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
地
域
の
断
酒

会
に
参
加
し
、
断
酒
会
員
や
そ
の

お
酒
を
止
め
る
以
外
の

治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
族
の
話
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。
参

考
に
な
る
こ
と
が
数
多
く
あ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

１
人
で
悩
ま
ず
に
、
一
歩
踏
み

出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課
）

断酒会
山口源吉さん（☎㉒２４９５）
保健相談窓口
浜田保健所（☎㉙５５５０）
本庁健康長寿課健康推進係
　（☎本庁内線１５５、１６９）
金城支所市民福祉課保健衛生係
　（☎42１２３５）
旭支所市民福祉課保健衛生係　
　（☎45１４３５）
弥栄支所市民福祉課保健衛生係
　（☎48２６５６）
三隅支所福祉課保健衛生係
　（☎32２８０６）
※　アルコール依存症をチェックす
るテストが本庁、各支所に置いて
あります。活用してください。

相　談　先



１月の休日診療

○休日応急診療所
開設時間
　午前10時～午後４時
場所　市役所本庁地階
　（☎㉒２６１２）
※　当番医が変更にな
　ることがあります。
問い合わせ先
　地域医療対策課医療対策係（☎本庁内線２１６） 

日 病院名 住　所 電話番号
１日㈫ 中村医院 三隅町三隅 32００２１
２日㈬ 酒井外科内科医院 旭町今市 45０２２２
３日㈭ 国民健康保険波佐診療所 金城町波佐 44０００１
６日㈰ 大屋医院 弥栄町長安本郷 48２００８
13日㈰ 野上医院 三隅町三隅 32００３１
14日㉁ 国民健康保険弥栄診療所 弥栄町木都賀 48５００１
20日㈰ 山根病院三隅分院 三隅町岡見 32４３４３

27日㈰ 国民健康保険
あさひ診療所 旭町丸原 45０００２

日 当番医
２日㈬ 中　村　　　眞
３日㈭ 北　村　健二郎
６日㈰ 島　田　康　夫
13日㈰ 齊　藤　稔　哲
14日㉁ 能　美　　　尚 
20日㈰ 瀧　川　弘　敏
27日㈰ 荒　木　正　人

○在宅当番医　開設時間　午前８時30分～正午　休日に病気になったら、
休日応急診療所や在宅当番
医を利用してください。
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高額療養費の自己負担限度額について

国民健康保険の加入者が、病気やけがなどでひと月にかかった医療費が
自己負担限度額を超えると、申請により超えた部分が高額療養費として払い戻されます。

申請・問い合わせ先　地域福祉課国保係（☎本庁内線１３４、１３５）
　金城支所市民福祉課国保年金係（☎42１２３５）　旭支所市民福祉課国保年金係　（☎45１４３４）
　弥栄支所市民福祉課国保年金係（☎48２６５６）　三隅支所市民課国保年金係　　（☎32２８０７）

支給の対象にならないもの
○入院時の食事代
○差額ベッド代など保険診療と認められないもの

申請に必要なもの
○国民健康保険証　○領収書　○印かん
※　口座振込を希望される場合は世帯主名義の口座
番号のわかるもの（郵便局以外）

所得区分
 自己負担限度額世帯単位

外来（個人ごと） 外来+入院

３割
現役並み所得者
（課税所得額が145万
円以上）

44,400円
80,100円+（医療費－
267,000円）×１%
《44,400円４回目以降》

１割
一  般 12,000円 44,400円

低所得者
Ⅱ（注１）

8,000円
24,600円

Ⅰ（注２） 15,000円

（注１）同じ世帯の世帯主及び国保加入
者が市民税非課税の人。

（注２）（注１）の人で、世帯の所得が一
定基準以下の人。
自己負担限度額の計算方法
○ひと月に、外来は個人ごとにまと
めますが、入院を含む場合は世帯内
の対象者を合算して計算します。

70歳以上の人　自己負担限度額（月額）

70歳未満の人　自己負担限度額（月額）

所得区分 ３回目までの限度額 ４回目以降の限度額（注２）

上位所得者世帯
（注１）

150,000円+（医療費－
500,000円）×１% 83,400円

市民税課税世帯 80,100円+（医療費－
267,000円）×１% 44,400円

市民税非課税世帯 35,400円 24,600円

（注１）上位所得者世帯とは、国保加入
者の国民健康保険料の算定基礎とな
る基礎控除後の総所得金額が600万
円を超える世帯です。

（注２）過去１年間に、同じ世帯で高額
療養費の支給が４回以上あった場合
の４回目以降の限度額です。

自己負担限度額の計算方法
※○暦月ごと○医療機関ごと（医科
と歯科は別計算）

　○外来と入院は別計算（総合病院
の外来は診療科ごと）

※　自己負担限度額は右の項目ごとに別計算します。ただし、同じ世
帯内で、同じ月内に、自己負担額21,000円以上の支払いが２回以上
になった場合は、それらを合算して限度額を超えた部分が支給され
ます。
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本
学
で
は
、
昨
年
度
ま
で
開
講

し
て
お
り
ま
し
た
「
現
代
し
ま
ね

学
・
特
論
」
を
今
年
度
か
ら
は
、

授
業
科
目
の
名
称
を
「
現
代
し
ま

ね
学
・
入
門
」
と
改
め
、
開
講
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

授
業
内
容
は
昨
年
度
よ
り
幅
の

広
い
も
の
と
す
る
た
め
、
講
師
と

し
て
、
県
内
の
市
町
村
長
や
有
識

者
に
も
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
に

し
て
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
、

島
根
県
の
現
状
を
理
解
で
き
る
機

会
で
す
の
で
、
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
参
加
料
は
無
料
で
す
。

　

授
業
は
本
学
の
大
講
義
室
１
で

金
曜
日
（
知
事
の
み
火
曜
日
と
な

り
ま
す
。）
の
午
後
３
時
か
ら
開

講
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

公
開
講
座
参
加
の
お
礼

12
月
以
降
の
開
講
日
等
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

　

◇
12
月
21
日
㈮

　
　

石
橋
良
治　

邑
南
町
長

　
　
　
「
邑
南
町
の
将
来
像
」

　

◇
１
月
11
日
㈮

　
　

竹
腰
創
一　

大
田
市
長

　
　
　
「
大
田
市
の
将
来
像
」

　

◇
１
月
25
日
㈮

　
　

山
下　

修　

島
根
県
地
域
振

　
　
　
　
　
　
　

興
部
長

　
　
　
「
島
根
県
内
の
分
権
化
」

　

◇
２
月
５
日
㈫

　
　

溝
口
善
兵
衛　

島
根
県
知
事

　
　
　
「
島
根
県
の
将
来
像
」

省
し
、
来
年
に
向
け
て
改
善
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ

て
、
今
年
の
海
遊
祭
を
無
事
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

の
海
遊
祭
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て

も
、
本
年
度
と
同
様
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

海
遊
祭
実
行
委
員
会
一
同　

★
要
望
先

　

研
究
企
画
課（
☎
㉔
２
２
０
１
）

大
学
授
業
の
一
般
公
開
に

つ
い
て

海
遊
祭
の
お
礼

新
任
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
⑥

　
　
　
　
　

講
師　

田
中
恭
子

　

大
学
院（
北
東
ア
ジ
ア
研
究
科
、

開
発
研
究
科
）
の
社
会
人
を
対
象

と
し
た
特
別
選
抜
試
験
を
実
施
し

ま
す
。
出
願
手
続
き
や
試
験
科
目

は
、
募
集
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

出
願
期
間　

１
月
10
日
㈭
〜
１
月

18
日
㈮

選
抜
期
日　

２
月
２
日
㈯

問
い
合
わ
せ
先　

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
室 

（
☎
㉔
２
２
０
３
）

　

10
月
13
日
㈯
、
14
日
㈰
に
開
催

し
ま
し
た
大
学
祭
「
海
遊
祭
」
で

は
、
石
見
神
楽
や
Ｂ
Ｂ
鍋
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
物
産
展
の
出

品
な
ど
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
や

企
業
の
人
た
ち
に
協
力
し
て
も
ら

い
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

心
配
し
て
い
ま
し
た
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
足
を

運
ん
で
も
ら
っ
た
こ
と
、
と
て
も

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
大
学
近
隣
の
皆
さ
ん
に

は
、
お
騒
が
せ
を
し
て
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
。
ま
た
、
せ
っ

か
く
き
て
も
ら
っ
た
の
に
駐
車
場

が
不
足
し
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
至
ら
な
か
っ
た
点
を
反

　

平
成
19
年
度
公
開
講
座
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
統
合
法
人
化
が
ス

タ
ー
ト
し
た
年
で
あ
り
、
極
力
市

民
の
皆
さ
ん
に
短
期
大
学
部
（
松

江
・
出
雲
）
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
例
年
よ
り
も
多
く
短

大
部
の
先
生
を
講
師
と
し
て
招
き

ま
し
た
。
短
大
部
の
先
生
が
加
わ

る
こ
と
で
、
従
来
の
浜
田
キ
ャ
ン

パ
ス
だ
け
で
は
出
来
な
い
テ
ー
マ

も
可
能
と
な
り
、
講
座
に
幅
が
で

き
た
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
は
来
年
度
の
公
開

講
座
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
魅
力
あ
る
講
座
づ
く
り

を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
市
民
の

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。
つ

き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
や
要
望
を
寄
せ
て
も
ら
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
院
社
会
人
特
別
選
抜

募
集

の
浜
田
。
こ
れ
ら
の
町
は
ど
こ
も

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
で
す
。

　

港
町
は
人
を
は
じ
め
物
流
、
経

済
、
文
化
、
国
際
交
流
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な「
交
差
点
」で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
こ
の
町
で
の
人
と
の

出
会
い
は
、
春
に
赴
任
し
て
以
来

大
切
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
各
国
各
分
野
で
の
学
識
・

実
務
経
験
に
富
ん
だ
大
学
関
係
者

の
人
た
ち
を
は
じ
め
、
目
標
に
向

か
っ
て
邁ま

い

進し
ん

す
る
学
生
さ
ん
た
ち
、

そ
し
て
笑
顔
で
声
を
か
け
て
く
だ

さ
る
町
の
み
な
さ
ん
、
ま
た
は
大

学
ま
で
の
通
勤
路
で
遭
遇
す
る
小

動
物
た
ち
…
…
ど
の
出
会
い
も
自

分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
大
き
な

出
来
事
で
し
た
。
は
じ
め
は
「
な

い
も
の
」
ば
か
り
が
気
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
町
で
の
多
く

の
出
会
い
に
よ
っ
て
「
こ
こ
に
し

か
な
い
も
の
」
に
目
を
向
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
浜
田
で

出
会
っ
た
人
た
ち
全
員
に
深
く
感

謝
し
て
い
ま
す
。
町
は
人
が
い
て

成
り
立
ち
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
知
ら

れ
て
い
な
い
浜
田
の
魅
力
を
知
り

に
、
も
っ
と
多
く
の
人
々
に
足
を

運
ん
で
も
ら
い
た
い
と
強
く
願
っ

て
い
る
次
第
で
す
。

▲10月31日㈬に実施した
　公開講座（福原先生）

　

海
の
近
く
に
住
む
の
が
好
き
で

す
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ま
で
住

ん
で
き
た
町
が
す
べ
て
港
町
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
大
き
い
よ
う

で
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
小
樽
、
学

生
時
代
の
神
戸
、
そ
し
て
現
在
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第
29
期
青
少
年
指
導
者
の
た

め
の
通
信
教
育
受
講
生

　

こ
の
通
信
教
育
は
、
地
域
に
お
け

る
青
少
年
育
成
活
動
の
核
と
な
る
人

を
養
成
し
、
青
少
年
健
全
育
成
の
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
㈳

青
少
年
育
成
国
民
会
議
が
昭
和
52
年

か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

受
講
終
了
後
は
、
青
少
年
育
成
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
認
定
さ
れ
、
青
少
年

育
成
島
根
県
民
会
議
に
登
録
さ
れ
ま

す
。

受
講
資
格　

広
く
青
少
年
に
関
わ
る

活
動
や
仕
事
を
し
て
い
る
人

学
習
内
容

１
年
目

テ
キ
ス
ト
学
習

・

青
少
年
育
成
に
た
ず
さ
わ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど

２
年
目
（
予
定
）

テ
キ
ス
ト
学
習

・

仲
間
と
と
も
に
育
つ
な
ど

集
合
研
修
（
３
泊
４
日
の
ス
ク
ー
リ

ン
グ
）

　

テ
キ
ス
ト
学
習
で
は
解
り
づ
ら
い

個
所
に
つ
い
て
の
解
説
や
テ
キ
ス
ト

学
習
だ
け
で
は
得
ら
れ
に
く
い
現
場

の
実
情
や
指
導
・
助
言
に
役
立
つ
実

践
的
な
技
術
な
ど
の
学
習
を
し
ま

す
。

※　

学
習
内
容
に
つ
い
て
、
詳
し
く

知
り
た
い
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

受
講
期
間

　

受
講
開
始
年
度
か
ら
２
年
間

定　

県
内
で
８
人
程
度

受
講
料　

２
５
、０
０
０
円
（
２
年

分
）

第
45
回
浜
田
市
駅
伝
競
走
大
会

出
場
チ
ー
ム

日　

平
成
20
年
１
月
20
日
㈰

　

受
付　

午
前
８
時
30
分
〜

　

開
会
式　

午
前
９
時
30
分
〜

　

ス
タ
ー
ト　

午
前
11
時

場　

Ｊ
Ａ
い
わ
み
中
央
美
川
支
所

前
ス
タ
ー
ト
〜
市
立
第
四
中
学
校

ゴ
ー
ル

参
加
区
分

男
子
１
部
＝
中
学
、
２
部
＝
高

校
、
３
部
＝
職
域
（
同
一
職
場
で

構
成
）
、
４
部
＝
同
好
会

女
子
１
部
＝
中
学
、
２
部
＝
一

般
・
高
校

チ
ー
ム
編
成

監
督
１
人
、
選
手
５
人
、
補
員

２
人

※　

小
学
生
の
参
加
は
認
め
ま
せ

ん
。

料　

１
チ
ー
ム
７
、
０
０
０
円
（
中

学
、
高
校
チ
ー
ム
は
３
、
０
０
０

円
）

申
込
締
切
日　

12
月
21
日
㈮
必
着

申
込
方
法　

市
陸
上
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
16.ocn.ne.jp/

̃ham
ariku/

）
か
ら
申
込
書
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
メ
ー
ル
で

申
し
込
み
、
ま
た
は
大
会
事
務

局
へ
送
付
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
併
せ
て
、
参
加
料
を

郵
便
振
替
で
振
り
込
ん
で
く
だ

さ
い
。（
口
座
番
号
０
１
３
６
０

平
成
20
年
度
県
育
英
会

　
　

大
阪
学
生
会
館
入
寮
生

定　

30
人

申
込
方
法　

申
込
用
紙
（
県
内
の
各

高
等
学
校
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　

県
育
英
会
事
務
局
（
☎
０
８
５

　

２
㉘
１
９
８
１
）

※　
「
集
合
研
修
」
参
加
費
に
つ
い

て
は
、
青
少
年
育
成
島
根
県
民
会

議
が
助
成
し
ま
す
。

申
込
方
法　

所
定
の
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　

平
成
20
年
１
月
11
日

㈮
問　

地
域
福
祉
課
（
☎
本
庁
内
線
１

　

２
７
）

第
32
回
石
央
ふ
れ
あ
い
余
芸

大
会
出
演
者

日　

平
成
20
年
５
月
18
日
㈰

　

午
後
１
時
〜

場　

石
央
文
化
ホ
ー
ル

申
込
方
法　

住
所
、
代
表
者
氏
名
、

電
話
番
号
、
出
演
内
容
を
記
入
の

上
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　

平
成
20
年
１
月
21
日

㈪
申
・
問　

浜
田
商
工
会
議
所
内
浜
田

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

〒
６
９
７

-

０
０
２
７　

殿
町
１
２
４-

２

　
（
☎
㉒
３
７
５
９
、FAX
㉒
７
７
２
７
）

-

５-

７
２
９
４
５
浜
田
市
陸
上

競
技
協
会
）

申
・
問　

障
害
者
就
業
、
生
活
支
援

　

セ
ン
タ
ー
レ
ン
ト
内
浜
田
市
駅
伝

競
走
大
会
事
務
局　

小
倉
さ
ん

　
（
〒
６
９
７-

０
０
２
７　

殿
町

75-

８　

☎
・
FAX
㉒
４
１
４
１
）

E
-m

ail:ekiden@
polka.ocn.

ne.jp

INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　



16

INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION

広報はまだ：平成19年12月15日号

INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION

滑
れ
ま
す
。

豪
快
で
繊
細
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
要
す

る
カ
ー
リ
ン
グ
体
験

　

中
国
地
方
で
は
岡
山
国
際
ス
ケ
ー

ト
リ
ン
ク
と
当
リ
ン
ク
の
み
体
験
で

き
る
山
陰
の
誇
り
で
す
。

日　

毎
週
月
、
木
曜
日

　

午
後
８
時
〜

ス
ケ
ー
ト
教
室
好
評
開
催
中

　

ス
ケ
ー
ト
教
室
で
身
に
つ
け
た
正

し
く
美
し
い
フ
ォ
ー
ム
は
す
ば
ら
し

い
で
す
。

毎
週
土
曜
日
教
室

対
象　

５
歳
児
〜
初
級
、
中
級
者

時
間　

午
後
５
時
〜
６
時

第
２
、
第
４
日
曜
日
教
室

対
象　

５
歳
児
〜
初
心
者
、
初
級
者

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時

期
間　

12
月
15
日
〜
３
月
末
ま
で

料　

１
回
５
０
０
円

※　

別
途
滑
走
料
と
貸
靴
代
４
０
０

円
が
必
要
で
す
。

※　

初
回
の
み
保
険
料
５
０
０
円
必

要
で
す
。

年
末
年
始
の
開
館

日　

12
月
27
日
㈭
〜
平
成
20
年
１
月

７
日
㈪

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※　

こ
の
期
間
は
営
業
時
間
が
変
更

に
な
り
ま
す
。

　

正
月
１
、２
、３
日
ご
利
用
の
小
学

校
入
学
前
児
童
に
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

問　

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

　
（
☎
・
FAX
㉘
１
３
０
０
）

平
成
19
年
度

　

２
等
陸
・
海
・
空
自
衛
官

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
18

歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

採
用
予
定
時
期　

平
成
20
年
３
月
下

旬
〜
４
月
上
旬

試
験
日　

平
成
20
年
１
月
26
日
㈯

試
験
科
目　

筆
記
試
験
（
国
語
、
数

学
社
会
お
よ
び
作
文
）、
口
述
試

験
、
適
性
検
査
、
身
体
検
査

試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯

地
（
出
雲
市
）

応
募
締
切
日

　

平
成
20
年
１
月
18
日
㈮

問　

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
浜

田
出
張
所
（
☎
㉒
１
３
３
４
）

第
３
回
石
け
ん
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

「
家
中
の
汚
れ
を

石
け
ん
で
落
と
そ
う
」

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
大
掃
除
で
苦

労
す
る
ガ
ン
コ
な
汚
れ
を
石
け
ん
で

簡
単
に
落
と
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

石
け
ん
の
洗
浄
力
や
水
環
境
の
エ

コ
に
つ
い
て
、
楽
し
く
一
緒
に
学
び

ま
し
ょ
う
。

日　

12
月
23
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
正
午

場　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定　

20
人

料　

５
０
０
円

持
参
物　

換
気
扇
の
羽
（
汚
れ
た
ま

ま
）、
キ
レ
イ
に
し
た
い
小
物

※　

汚
れ
物
が
無
く
て
も
、
気
軽
に

参
加
で
き
ま
す
。

申
・
問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ
き
あ
い
あ

　

い　

竹
谷
さ
ん（
☎
０
９
０-

７
５

　

９
５-

６
７
８
１
）

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

　

ス
ケ
ー
ト
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で

す
。
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
冬
休
み

は
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
、
ス
ケ
ー
ト
に
自
信
の
な
い

人
は
、
ス
ケ
ー
ト
ア
ー
ム（
補
助
具
）

を
使
う
と
安
全
で
安
心
し
て
楽
し
く

浜
田
市
民
合
唱
団
に
よ
る

ク
リ
ス
マ
ス

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
ふ
さ
わ
し
い
合
唱

曲
を
は
じ
め
、
音
楽
活
動
を
し
て
い

る
ほ
か
の
団
体
の
参
加
も
予
定
し
て

い
ま
す
。
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌

を
、
そ
し
て
「
ハ
レ
ル
ヤ
」
を
一
緒

に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

日　

12
月
22
日
㈯　

午
後
２
時
〜

場　

浜
田
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会（
殿
町
）

料　

無
料

問　

久
保
さ
ん（
☎
０
９
０-

５
２
６

　

６-

４
８
７
９
）

第２回平成19年度島根県職員経験者看護師
採用予定人数　５人
受験資格　昭和42年から昭和54年４月１日まで
に生まれた人で看護師免許取得後の看護業務
経験が５年以上ある人（平成20年１月末まで
に５年に達する人を含む）
試験日　平成20年１月13日㈰
場　島根県立中央病院
試験内容　作文試験、面接試験、適正検査、身
体検査
申込期間　12月15日㈯～25日㈫
申　島根県病院局（☎０８５３㉒５１１１）
平成19年度島根県職員獣医師採用選考
採用予定人数　２人
受験資格　昭和42年４月２日から昭和59年４月
１日までに生まれた人で、獣医師の免許を有
する人または平成20年５月31日までに取得見
込みの人

試験日　平成20年１月27日㈰
場　島根県職員会館
試験内容　面接試験、論文試験、適性検査、身
体検査
申込締切日　平成20年１月11日㈮消印有効
申　県人事委員会
　（☎０８５２㉒５４３８）

県からの試験案内

島
根
の
地
域
医
療
を
支
え
て

い
く
お
医
者
さ
ん
を
紹
介
し

て
く
だ
さ
い

　

県
で
は
離
島
、
中
山
間
地
域
や
産

科
、
精
神
科
な
ど
特
定
診
療
科
で
の

医
師
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
あ
な
た
の
知
人
、
友
人

や
親
戚
な
ど
県
内
で
勤
務
で
き
る
医

師
を
ぜ
ひ
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紹
介
す
る
場
合
は
本
人
の
同
意
を

得
た
う
え
、
県
医
師
確
保
対
策
室

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
専
任
ス

タ
ッ
フ
（
医
師
）
が
全
国
ど
こ
へ
で

も
出
張
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
健
康
福
祉
部

　

医
療
対
策
課
医
師
確
保
対
策
室

　
（
☎
０
８
５
２
㉒
６
６
８
３
）

　

E-m
ail:iryou@

pref.shim
ane.lg.jp
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申
込
締
切
日　

平
成
20
年
１
月
15
日

㈫
申
・
問　

浜
田
国
際
交
流
協
会

　

藤
田
さ
ん
（
☎
㉔
１
２
４
１
）

韓

国

サ

ロ

ン

日　

12
月
22
日
㈯　

午
前
７
時
30
分

〜
（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　

千
畳
苑
前
駐
車
場

清
掃
場
所　

国
府
海
岸

※　

少
雨
決
行　

参
加
し
た
人
に
、

サ
ポ
ー
ト
通
貨
﹇
神
楽
﹈
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
対
価
と
し
て
進
呈
し

ま
す
。

問　

牛
尾
さ
ん（
☎
０
９
０-

８
２
４

　

４-

９
４
２
９
）「
全
国
豊
か
な
海

づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市

民
１
０
０
０
人
の
会
」

香
典
返
し

そ
の
他
寄
付

　

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

◎
地
域
振
興
基
金
へ　

▽
久
代
町　

三
明
章
男　

▽
治
和
町　

宮
本
和
章

▽
高
田
町　

益
本
幸
江　

▽
治
和
町

岡
本
敏
夫

◎
自
治
会
な
ど
へ　

○
原
井
１
＝
▽

原
井
町　

中
田
宏
司　

○
周
布
原
井

＝
▽
周
布
町　

津
森
一
正　

○
周
布

原
井
２
＝
▽
周
布
町　

津
森
一
正　

○
生
湯
３
＝
▽
生
湯
町　

大
矢
一
美

○
長
沢
４-

１
＝
▽
千
葉
県
木
更
津

市　

向
田
徳
男　

○
宇
野
＝
▽
宇
野

町　

河
野
良
平　

○
宇
野
東
＝
▽
宇

野
町　

河
野
良
平　

○
唐
鐘
＝
▽
国

分
町　

掛
本
サ
ヱ
子　

○
唐
鐘
２
＝

▽
国
分
町　

掛
本
サ
ヱ
子　

○
久
代

＝
▽
久
代
町　

三
明
章
男

◎
公
民
館
な
ど
へ　

○
下
府
＝
▽
治

和
町　

宮
本
和
章　

○
唐
鐘
＝
▽
国

分
町　

掛
本
サ
ヱ
子　

○
長
沢
２
＝

▽
長
沢
町　

小
松
原
陽
子　

○
久
代

＝
▽
久
代
町　

三
明
章
男

◎
ア
ゼ
ー
リ
み
ず
す
み
へ　

▽
三
隅

町
湊
浦　

田
中
勲
夫

◎
美
川
苑
へ　

▽
広
島
市　

大
畑
守

◎
地
域
振
興
基
金
へ　

▽
浜
田
社
交

ダ
ン
ス
を
楽
し
む
会
（
Ｓ
Ｄ
会
）

◎
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ　

▽
杉

戸
町　

中
村
孝
雄

◎
自
治
会
な
ど
へ　

○
都
川
＝
▽
旭

町
都
川　

大
屋
千
代
子

◎
浜
田
消
防
隊
へ　

▽
長
沢
町　

亀

谷
利
幸

◎
ア
ゼ
ー
リ
み
ず
す
み
へ　

▽
松
原

町　

佐
々
木
康
夫　

▽
三
隅
町
三
隅

河
野
正
喜

◎
さ
ざ
ん
か
へ　

▽
長
沢
町　

松
坂

恭
徳

◎
偕
生
園
へ　

▽
長
沢
町　

松
坂
恭

徳◎
浜
田
城
に
関
す
る
資
料
館
お
よ
び

城
山
整
備
基
金
へ　

▽
松
江
市　

若

槻
文
子　

浅
野
侑
三

◎
市
浜
田
郷
土
資
料
館
へ　

▽
朝
日

町　

森
須
和
男

第５回ＨＫＨミュージック
フェスティバル開催

　市勤労青少年ホームを利用して活動す
る音楽サークルが一緒になり合同発表会
を開催します。
日　12月23日㈰　午後１時～７時
場　石央文化ホール　小ホール
料　無料
問　市勤労青少年ホーム
　（☎㉒５０４３） 　

市
国
際
交
流
員
の
金
穂
原
さ
ん
と

一
緒
に
韓
国
ノ
リ
ゲ
風
ス
ト
ラ
ッ
プ

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※　

ノ
リ
ゲ　

チ
ョ
ゴ
リ
の
胸
元
を

飾
る
韓
国
特
有
の
装
飾
品
で
す
。

日　

平
成
20
年
１
月
19
日
㈯　

午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場　

三
隅
公
民
館

料　

３
０
０
円
（
会
員
無
料
）

定　

20
人

　

講
師
自
身
の
行
商
時
代
の
経
験
な

ど
を
活
か
し
た
、
子
育
て
や
人
材
育

成
に
つ
い
て
の
講
演
で
す
。

演
題　
「
で
っ
か
い
子
育
て
人
育
て
」

〜
人
間
力
こ
そ
が
成
功
の
鍵
〜

講
師　

中
村
文
昭
さ
ん
（
㈱
ク
ロ
フ

ネ
カ
ン
パ
ニ
ー
取
締
役
社
長
）

日　

平
成
20
年
１
月
14
日
㈪

開
場　

午
後
０
時
30
分

開
演　

午
後
１
時

場　

石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　

当
日
券　

１
、５
０
０
円

　

前
売
券　

１
、０
０
０
円

※　

小
・
中
・
高
校
生
は
無
料
で
す
。

問　

中
村
文
昭
講
演
会
実
行
委
員
会

安
野
さ
ん（
☎
０
９
０-

１
６
８
６

　

-

２
６
７
８
）

中
村
文
昭
講
演
会「
非
常
識
力
」

　

〜
で
っ
か
い
こ
と
を
考
え
る
、

カ
ッ
コ
い
い
大
人
に
な
れ
〜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

　
『
広
報
は
ま
だ
』
12
月
1
日
号
に

お
い
て
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま

す
。

Ｐ
15　

金
城
図
書
館

図
書
の
名
称
お
よ
び
作
者
名

誤　
　

ホ
ー
ム
レ
ス
の
中
学
生　

田
中
裕

正
　

ホ
ー
ム
レ
ス
中
学
生　
　

田
村
裕

訂　

正



浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859-1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855-23-8451
■ホームページ…http://homepage2.nifty.com/hama-b/
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人　口（11月末現在）
（単位 : 人）

世 帯 男 女 総 数
浜　田 19,496 21,241 23,757 44,998
金　城 1,901 2,417 2,587 5,004
旭 1,222 1,352 1,631 2,983

弥　栄 732 771 857 1,628
三　隅 2,881 3,426 3,842 7,268
合　計 26,232 29,207 32,674 61,881

　

浜
田
市
世
界
こ
ど
も
美
術
館
で

は
、
世
界
中
の
美
術
の
大
好
き
な
子

ど
も
た
ち
が
参
加
す
る
児
童
美
術
の

祭
典
『
浜
田
こ
ど
も
ア
ン
デ
パ
ン
ダ

ン
展
』
を
開
催
中
で
す
。

■
新
春
石
見
神
楽
上
演

　

市
内
神
楽
社
中
さ
ん
に
よ
る
石
見

神
楽
を
上
演
し
ま
す
。（
無
料
）

◎
１
月
３
日　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場
所　

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
お
年
玉
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

１
月
３
日
㈭
は
、
こ
ど
も
美
術
館

か
ら
お
年
玉
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
る
よ
。

●
対
象　

展
覧
会
観
覧
の
お
子
さ
ん

●
先
着　

50
人

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
新
春
！
羽
子
板
づ
く
り
》

　

木
で
つ
く
る
本
格
羽
子
板
。
好
き

な
絵
で
ス
テ
キ
に
飾
り
つ
け
よ
う
！

◎
１
月
３
日
㈭
、
５
日
㈯
、
６
日
㈰

１
月
の
イ
ベ
ン
ト

《
で
こ
ぼ
こ
コ
マ
づ
く
り
》

　

コ
マ
を
つ
く
っ
て
遊
ぼ
う
！ 

◎
１
月
19
日
㈯
、
20
日
㈰
、
26
日
㈯
、

27
日
㈰

●
材
料
費　

ひ
と
り
１
０
０
円

●
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

※　

参
加
受
付
は
、
１
階
創
作
室
に

て
午
後
３
時
30
分
ま
で
。

一
般
講
座
受
講
生

　
　
　
　
　
　

募
集

《
楽
し
い
陶
芸
》（
全
６
回
）

日
時　

１
月
10
日
㈭
、
11
日
㈮
、
17

日
㈭
、
18
日
㈮
、
２
月
21
日
㈭
、

３
月
13
日
㈭

受
講
料　

４
、０
０
０
円

講
師　

岡
田
容
量
さ
ん

《
趣
味
の
木
工
》（
全
６
回
）

日
時　

１
月
10
日
㈭
、
11
日
㈮
、
17

日
㈭
、18
日
㈮
、
24
日
㈭
、
25
日
㈮

受
講
料　

６
、０
０
０
円

講
師　

向
原
洋
二
さ
ん

※　

木
工
は
小
物
入
れ
を
つ
く
り
ま
す
。

※　

い
ず
れ
も
時
間
は
午
後
６
時
30

分
〜
９
時

定
員　

先
着
15
人

申
込
開
始　

12
月
18
日
㈫
か
ら
電
話

受
付
。

年
末
年
始
の
休
館
日

12
月
28
日
㈮
〜
１
月
２
日
㈬

〈
１
月
３
日
か
ら
開
館
し
ま
す
。〉

１
月
の
休
館
日

（
月
曜
日
）７
日
、21
日
、28
日

（
振
替
休
館
日
）15
日

（
展
示
替
）29
日
㈫
〜
２
月
１
日
㈮

　

本
展
は
、
子
ど
も
た
ち
の
作
品
に

優
劣
を
つ
け
る
こ
と
の
な
い
無
審

査
・
無
賞
の
展
覧
会
で
、
地
元
浜
田

市
は
も
と
よ
り
海
外
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
約
４
０
０
点
の
作
品
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
子
ど
も
た
ち

の
自
由
な
発
想
か
ら
生
み
出
さ
れ
た

作
品
の
数
々
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
会
期　

１
月
27
日
㈰
ま
で

《わたしの車》
ギリシャ共和国

■
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト（
合
唱
・

人
形
劇
・
バ
イ
オ
リ
ン
ほ
か
）

◎
12
月
23
日
㈰　

午
前
10
時
45
分
〜

正
午
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
場
所　

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
料
金　

無
料

《
か
ん
た
ん
版
画
の
福
袋
》

　

い
ろ
ん
な
紙
や
布
や
ひ
も
が
入
っ

て
い
る
福
袋
。
自
由
に
組
み
合
わ
せ

て
紙
版
画
を
作
っ
て
み
よ
う
。

◎
１
月
12
日
㈯
〜
14
日
㈷

島根県立美術館̶企画展案内
「島根の近代日本画家五人展」

～小村大雲・落合朗風・西　晴雲・橋本明治・石本　正～
　浜田市出身の橋本明治・石本　正など、島根の近代美術史
に大きな足跡を印した日本画家五人の代表作を、当館コレク
ションを中心に約70点展示します。どうぞご来館ください。
会期　平成20年１月２日㈬～
　　　２月18日㈪
休館日　毎週火曜日
開館時間　午前10時～
　　　　　午後６時30分
（展示室への入場は午後６時まで）
観覧料　当日券　一般 500（400）円、
　　　　大学生 300（240）円、
　　　　高校生以下　無料
※　（　）内は20人以上の団体料金
※　ミュージアム・パスポートで
　観覧できます。
※　コレクション展料金を含みます。
問い合わせ先　島根県立美術館（松江市）
　（☎0852554700）

▲石本正 「裸婦立像」
 昭和55（1980）年　島根県立美術館蔵

島根の近代
日本画家

五人展

割 引 券
会期中この割引券を持参の人
は、４名様まで団体料金扱い
（2割引）します。

《割引券を切り取って
使用してください》


